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市場原理導入 と農家経営の 「家計 と経営の分離」思考の胎頭
一 ドイ ツ農業史における 「全 き家」の基盤崩壊 の推移 を例 として 一




1.は じめ に 一問題の提起 と限定 一
農業は本質的に地理的な行為であり、地域の習慣や文化 にも深く根 ざ している。今 日の資本主義経済
にあって科学技術の進展の中で農業分野 も、質か ら量へ、経営規模の拡大、合 目的な管理の視点な どか
ら個別経営の純収益を稼得す る体制も、その編成替えを余儀なくされてきている。農 業経営体の育成 を
目指す新農政は、 「農家経営」か ら、創意工夫に よって自立 した合理的経営 としての家族農業経営の活
性化、農業経営の法人化を推進する 「経営体」の認識 を強調 してきている1)。自立的な農業経営が、近代
化における新 しい条件のもとで経営組織の再編 を図ることが背景にある。 もとよ り、農業者は経済原則
だけでものを考えた り、生活水準や所得だけから人生の価値を図っているわけで もない。農場 での生活
や創造のために、低い生活水準や多くの労働要求な ど幾多の不利 を甘受する農民は多いのである2)。
市場経済システムに基づ く資本主義経済制度は、競争原理を奨励す ることで成 り立ち、 自己の利益へ
と志向す る。農業法人化の前段 として経営管理機能が増長され、専門化 された経営職能が求められてい
る。農業法人が克服すべき課題が山積み されている。 とくに情報戦略 と資金調達、その管理運営は異業
種交流を通 じたネ ッ トワークづ くりが要請 されている。"農業分野にも市場媒介システムを通 じて家計維
持の糧は得 られなければな らない。近代社会では生計維持のファン ドを得る行為 と、生命の再生産や労
働力回復な どの私生活 とが完全 に分離 しているが、経済が市場法則 に従っているので、農業者 も私生活
と切 り離 して考えなければな らな くなってきている。 この意志決定は農業生産に従事する者の経済主体
の意志に基づ くものなのであるti
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の稼得する所得は、 自家労働か らの所得 と投下資本か らの所得が混合 して構成 され ている実情 にある。
この分離には会計技術上の理解が欠かせない。近年、 ドイツ農業経営における個別農 業の管理 システム
も情報技術の高度な変革の中で、農業団体連合は、農企業が規模の大小問わず経営成果に対す る迅速な
解答を掌握 して、合理的な判断に対処できるよう、指導に当たっている4)。
本論では新農政の求める 「経営体jの 認識を鮮明にさせるため、家族経営が最 も卓越 した農業経営形
態 とされるなかで、家計維持の消費生活 と生産経済の経営の分離について、 ドイツ農業の発展過程の中
で、一戸一一法人、藁人形(Strohmannsgrundung)など農業における法人格論争以 前の経緯 を踏まえて、
中世の家計 と経営の未分化の 「全 き家」意識から近代のその分化過程を浮 き彫 りに したく思 うのである5)。
2.ド イツ農家経済 と未分化の 「全 き家」意識
1)ド イ ツ農 家 の ジ ッペ 、ゲ ヴ ァ ン と私 的 所 有 に つ い て
ゲル マ ン民族 は、今 日のバル ト海 の周辺 に、牧 畜 を主 として生活 を送 っていた。 ドイ ツ 中央 部に は、
森 林 に覆 われ た山脈、肥 沃な渓 谷な どが張 りめ ぐら し、北・ドイ ツの起 伏 の少 ない地 域 で も、肥沃 なべ
ール デ とい う丘陵地 帯が ある
。北西 部には、海岸 沿い に低湿地帯 が広 が り牧畜業 に適 して い るti)。ゲル
マ ン人 は、牧 畜の優越 と開墾技 術の未発 達の ため、広 大 な農 地 を必 要 と し、多 少 とも長 い定 住期 を も
ち、遅 々 と した移 動の生活 を 送 った もの とみ られ る。 ゲルマ ン的共 同体 では、 固有 の家 と耕 地 につい
て個人 の所有 が成 立 し、 これを 「個 体的所 有」individuellesEngentumと規定 してい る。 したが って、
ゲルマ ン的共 同体では 「経 済的 な完 全 体」で あ る個人 の家 があ り、私 的個 人 と して の 自 己形成 を もっ
ていたη。
古代 のゲル マ ン人 は、耕地 仲間た ちで農 民的 平等性の思想 が支配 してお り、 ドイ ツの フー フェ(Huf
e)はこの思想 か ら生まれた もので ある。 ドイ ツ人 の定住 したす べ ての地方 に特 徴 的 にあ らわれて いる
が・耕地 を四角形 ゲ ヴァン(Gewanne)に区分 し、村 落仲間 の平等 な持分 地を分 与 されて い るs)。 ゲル
マ ン民族 が住 み着い た当時、農民 グル ー プは いずれ もそ の 土地 を このゲ ヴ ァン と呼 ばれ る比 較 的 に大
きな地 片に分割 し、仕事 にお け る持分 と している9}。彼 らの問では 個々人 による財産 の 自 由処 分は行わ
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れず 、家共同 体(家 が 絶えれ ば ジッペSippe、氏族 共同体)が 財産 を相続す るの が一般的 であ ったエo)。
ジ ッペ とい う形 式の家族 は、 血縁の絆 のみ に よって結 ばれてい る。 だ が:あ る程 度 は集 団 と して の 自
覚や集 団 への帰属感 が前提 され てい る状態 であ った。
マル ク 〈Mark)とは本来、 古 ゲル マ ン社 会で諸 部族相 互の間 に介在 した森林 ・荒蕪地(マ ル カ)の
こ とで、 これ は個 々の家族 で はな く共同で利 用 され たが、この 主体 ない し機 関が マル ク共 同体で あ る。
これ は、農耕 段 階に進化 した ときに生 じた集 団的安 住の 単位 で あ って、 これが土 地 を共 同で所 有 し耕
作 したの であ り、 この共 同体関係 は中 世を通 じて近代 に至 るまで残存 した11)。大 所帯 家族 の基準iは住
居 と経 済 の共有 だが 、む しろ家 組織全 体が、 生活 共同体 、経 済共 同体 として考 え られ ていて 、血縁 関
係 のない奉公 人 もこれ に含 まれ る ことが ある。 この組 織 を経 済的 、法的 に代表す るのが 「家父 」 で あ
るvド イ ツ中世 、近 世を通 じて支配 的な家 族形態 だ った12)。家 長は、家 族員の身 体 と生活 につい ての
権力 を賦与す る親族法 的な保護 力(familienrechtlicheSchutzgewalt)を行使 した が、財産 に対 して
は、あ る種 の財 産 管理権 が彼 に帰属 した。 土地 は、家 族の 土(terrafamiliae)として、 したが って
家族 に帰属す る もの として把握 され、 家族の 土は家族 の生 計に とって必 要な、彼 らの家 族の労働 力 に
対応 した 土地 とそ の利 用権の 総計 を意 味 した13}。
2)ド イツ農家 生活 と 「全 き家」意 識
中世では人日の8割近くが農民であり、貴族の生活様式は大農の生活様式の拡大にすぎなかった。牧







家族が住むところの家 とい う概念が、家父の指導の下で生活 し、働 く農業経済においてであった。家
族 とは、 日常的に共同住居と経済生活の共同を している夫婦、親子等の親族を中心 とした集団である
と、考えられているが、家族の範囲は主観的、心理的な領域の問題であるロ}。ヨーロッパ的人聞の原
形は、 ヨーロッパが中世封建制 として成立 してきたので、ゲルマン的共同体は固有な個体的所有者で
ある。 ヨーロッパ中世の成立が古代ローマの生活様式を継承 し、 ローマ的共同体に固有な 「私的所有
者」の性格を包摂 している。一方で ヨーロッパ人の共同体意識は個人、家族、都 市、国家、そ してE
964,Ilannover.)
c)r・Wケラー マ ン 著 鳥 光 美緒 子訳 『ドイ ツ の 家族 』 助 草 書 房8～10pl991年(DIEDEUIS[1{FAUILIEbyIngeborgWel)er-Kellarmann
974)
b秋 草 菜箸 『西 洋 中 世 大 土地 所 有 制 度 成 立 史論』 法 律 文 化 社295～7p
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、上 原 専 縁 ・増 田四 郎 監 修 、 渡 辺金 一・弓削 達 共 訳 『マ ック ス ・ウェー バ ー 古 典 社 会 経 済 史 』361p東 洋
季墨流 新 報 ト止、1959年(Max皆eber.,AgraverhaltnisseirnAltertum1909)
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t"橡川 一一郎 著 『ドイ ツ の 都市 と農 村 』 吉川 弘 文 館247～8p、1988年
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u共 同 体へ と次々 と段階 を踏 んで開放的 に拡 大 して きた とい え る。
古代 ゲル マ ンにおい て人々 の絆の 中核 を形成 した ジ ッペ、そ して近 代 にお ける子供 中心 の親密圏 と
しての市 民家族 の誕生 か ら、 その よ うな近代家 族 その ものが揺 らぎ始 めて いる現代 へ、情 緒や愛 情 と
い った今 日的 な家族概念 は二百年の歴 史 にす ぎない。 ゲル マン人の開 に相続 に関す る新 しい観念 が生
まれた のは、彼 らが キ リス ト教へ改 宗 した結果 であ ろ う。 ドイツで は17・8世紀に 「家父 の書」や 「篤
農 訓」 の類 の、所領経営や 家庭 教育、家族道徳 を含 め理念化 された 広義 の家政の 書 が多数 現 われ た。1
9世紀 ドイ ツの歴 史家で 民族学者 であ った リール(W・H、Riehl)は「全 き家genzesE{ausjと呼ん だ。
この 「全 き家 」は、農 業的 生活 世界 の総 体で あ り、 ここで は家長(家 父)が 家構 成 員(家 族 、奉公 人 、
従属民)に 対す る支配 権、懲戒権 を もつの であ る。 ブル ソナ ー(O・Brunner)は「家計 と経 営の未 分化
な社 会生活 の基本形態 」 と しての 「全 き家Jの 概 念 を広 げ よ うと した15)。そ の 「全 き家 」が 、西洋 社
会の基礎 をなす構造 原理 と して解 明 され 、その淵 源 は、勤勉 の意義 を説い たヘ シ オ ドス 、 クセ ノ フォ
ンそ してア リス トテ レスに至 る連 続線 をた どるこ とがで き る16}。そ して家父 が、 ル ッター に よる と、
家族構成 員に無制 限の支配 を行 使 し、社 会倫理 の中心的 存在 になって くる。
家 と経済は必 然的 に支 配 の要素 を含 ん でい る。 全 面的 に主人 の家計 で給 養 され る とされ るクセ ノ フ
ォンの 「家政学 」(Oikonomikos)によれば家長 の最 も重要 な資質 であ る1了}。ヨハ ン コー ラー の 「農…業
と家 政]は 家 の主人 は慎み深 く治 め るこ とを心得 よ、 とす る。 ル ッター主義 に着 色 され た近 世家政 論
す なわ ち 「全 き家 」には 、新 しい特 徴が 見 られ た。 それ は キ リス ト教 的家政 と して、家 に特別 の宗教
的教育機能 が与え られ 、家 の中心に婚姻 関係が 置かれ、婚姻 が両性 の愛 と忠誠 に基礎 付け られ た こと、
そ して父 子関係 が親子 関係 に変 え られ たこ とで ある。
3.三圃場制度とその解消における所有権の態様
D三 圃場制度 と輪栽 式 、殻 草式生 産の生 活様 式
重量のある有輪黎、製鉄の鋤の普及は、7世紀に ドイツ各地に普及 した。重 く湿った土地の北 ヨーロ
ッパの大半を占める二1二地の開墾 ・開拓に適 した。 これは冶金技術の発達に支えられたもので、重量鋤
の発明 と新 しい繋が法による馬力の導入 とが農業技術の革命 を起 こしっっあった。12世紀頃か ら収穫
を飛躍的に豊かにし、同時に農業社会の在 り方を大きく変えた。 これを 「中世の農業革命」 と表現す
る場合がある18}。11～2世紀頃か ら次第に麦の種類 を変えれ ることで連作でも収穫量の落ちない ことを
知った。いわゆる 「三圃場制農法jで ある。 三園農法は、耕地を冬畑(秋 畑)・ 夏期(春 畑)・ 林耕
地の三つに分け冬畑には11月の鋤返 しの後に、冬表すなわちライ麦、良質小麦、スペル ト小麦が播種
Is)1・Wケラ ー マ ン 著
、 鳥 光 美 緒 子 訳 、 前 掲 書76p
leＬD、 ラ エ ル テ ィ オ ス 著 加 来 彰 俊 訳 『ギ リシ ャ 哲 学 者 列 伝 』 岩 波 書 店157～8p(Di・genisLaertii:VitaePh{1・s・phorvml96・t)
11'1・Wペー タ ー ・プ リ ッ ケ 著 服 部 良 久 訳 『 ドイ ツ の 巨 民 一 平 民 ・共 同 体 ・国 家1300～
1800年』 ミ ネ ル ヴ ァ 書 房193plg8g年
(PeterBlickle,Deutsche【「ntertanenEinWidersprueh,1981)





牧 され、地味の回復が計 られた。休閑とは、リー ビッヒ{J、vonLiebig)によると放牧による施肥、
雑草の鋤込み等 をもって地力を回復せ しめることを意味する19)、とい う。
三囲式のよ うな経営方式は漸次的に生成発展する ものであり、決 して画一的にな し得 るところでは
ない20)。殻草式農法に比べて、この農 法は土地の三分の二が常に耕作地 として利用できるので、能率
的である。19世紀の農業革命に至るまで、西欧全体で、専らこの三圃場制の農法が行なわれていた。
共同体は播種か ら収穫の時期まで決定できた し、森林 ・原野 ・牧場などの共同地の管理をもしてお り、




され、 ライ麦に取って代わ り、ジャガイモは三圃制農法に代表 される麦畑 と牧草地の交代サイクルに
は無関係だったが、そ うした交代サイクルに割 り込み、休耕地に栽培され出したのは19世紀になって
か らだ。 この増産が進むにつれて、単なる人間の食糧 としてでな く、余剰分は家畜に、特に豚のエサ
として利用 され るよ うになった。飼料作物 としてクローバやカブよりもはるかに効率的だった。牧畜
社会では、農耕社会 と異なり、協力的で組織的であ り、農耕地 に保守的である。一方で社会的事象 と
して経済的利権をめぐる対立も台頭 し、封建性の崩壊の兆 しともみえて くるのである21)。
イギリスでは、18世紀の農業革命によって中世以来の三圃場制による共同体中心の農業か ら、いま
や囲い込みによって土地を集 中した大地主による資本主義的大農経営に移るのである。その結果、大
陸への影響 も強 く農業生産は大いに増加する。一方、工業における工場制度のよ うに、農業において
も地主 と農業資本家と農業労働者からなる資本主義制度が確立 し、伝統的な農村の生活は根底から変
わって しま うのである。
2)三 圃場制度 の崩壊 と所 有の概念







IMゲ オ ル グ ・ フ ォ ン ・ベ ロ ウ 著 堀 米 庸 三 訳 『ドイ ツ 中 世 農 業 史 』 創 文 社52～4p1950年(6.v・nBeloMf、DerDeutscheStaatdes
ltittelalters1908)
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.ハ ウ ス ホ ー フ ァー 、 三 好 正 喜 ・祖 田 修 訳 『近 代 ドイ ツ 農 業 史 』 未 来 社15p19了3年
(H.Haushofer.DieLandwirtschaftimtechnischenZeitalter,1963)
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付いた地方では、農地は次第に細分化されていき、人n増 加が拍車をかけ、土地所有の観念 も強化 さ
れてきたのである。収量増大はまた地価を上げ、それに対する所有観 も生 じだ2}。
所有 とは自分のものとしての獲得、という意味 を離れては所有は存 在しない。共同体内の 自他の区










せた。毛織物工業には、原料 としての羊毛と、工場労働者 たる都市住民のための食料 としての羊肉の
大量生産が要求される。貨幣経済 も浸透 し、農業生産の個人主義化が促進され る。放牧場や採草地の
独占的な土地支配の方式が形成 された。経済生活の単位が家計であ り、家計は生産要素の供給 を通 じ
て所得 を獲得 し消費する。家族構成員の生活はその所得の獲得 と消費とによって生計が維持される。
家族が苦難に遭遇 した時には自己の努力で、または外部の手で生活維持のための財 ・用役が提供され
て、社会的な生活水準を維持する。荘園制が解体 し、三岡式経営の古い経営方式がそのいっさいの制
約的経済条件 とともに解体 した後、ヨーロッパ農業は何世紀以来は じめて独立 自衛の個別経営 とな り、




1>ド イツ産業資本主 義の個別農業経 営 と合理化思考
19世紀中葉頃より農業技術の改良、経営の集約化が、従来の生活体系に破壊的作用を及ぼ してきた。
ヨーロッパでは農業労働がもともと単純化 され、個人による技術差もなく、打設機械の導入や集約的
な甜菜栽培の普及により、穀物生産の比重を低下 させるようになった。徒弟人な どは進歩 した農業経
営に適合 しな くなり、純粋に貨幣を受け取る自由な労働者や季節労働者が増加 してきた。伝統的な家
22)橡川 一 郎 著 前 掲 書241p
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.サ 一一 トン 著 平 田 英 訳 『古 代 中 世 科 学 文 化 史[V』 岩 波 書 店p216、1957年{lntoi'odectiontothellistoryofScienceVolurneOI・
PartlbyGeorgeSarton)
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テスタンティズムによって促進 され、 ここから経済的労働の増進 も同時に生 じた。 この労働の評価が
資本主義精神を作 り出 し、所有権の歴史的な源泉 と倫理的な根拠は労働にほかな らない27)。プロテス
タン ト的なる文化の形成は、比較的もっとも多く特異性を獲得 したのは家族である。生存手段を生産
し教育の課題 を担 う家計 とい うものは第一に最 も手近な召命 としてキリス ト教的職業の中心的意義 を
獲得 した28)。すべての人間関係は富を得 ようとし、個人は自己中心主義に志向 し、 自分もまた他人と
同様に、口分に とって利用すべきもの となったのである。
近代科学 を支えて きたのは合理性 とか実証性であ り、その実証的な経験的な傾向の強いイギ リスと
合理主義的傾向の強い大陸 との間に差異がある。 とりわけ合理的農業 とい う場合には、自然科学的合
理性および経済的合理性を問題にせ ざるを得ない ように、自然科学と社会科学、とりわけ経済学 とい
う二つの異なる科学による基礎づ けをもって成立するものといわなければならない29)。
西ヨ・一・ロッパには気象条件が安定 しているか ら自然の在 り方 も数量化できる。っま りテーア(Thear
e)の合理的農業観 もあって、自然の全体像を合理的に計量して、これ を操作 しようとする。農業社会
か ら産業社会へ移行 させるのは工業化であ り、この工業化が社会構造や人々の生活意識に、とりわけ、
都市生活者へ どのよ うな変化を生 じさせるか、である。都市への人口集中、大規模組織の出現、科学
技術の発展、大量生産 ・消費へと収敵する。貨幣経済が浸透す るに及んで、農業生産における個人主
義が台頭 し独占的な土地支配が成 立してきた30)。
人間の経済活動のエネル ギー源泉は、家族或いは共同体か ら再生産のエネルギーか ら得 られる。19
世紀は市民階級の 世紀であり、伝統的な農業制度が必然的に伴 っていた諸々の制約も除去され、営業
の自由と市場経済が確立 されなければならなかった。農業経営 にとって、世代の交代は重大な意義 を
有 している。それは相続 も現物分割によ り、農場にとって大 きな危険をもたらす こともあ り得るか ら
である。 ドイツは唯一の相続人に農場を不分割的に承継 させ る一子相続慣習は、中世後期以来 ドイツ
の多くの地方で発展 し、今 日まで存続 し続 けている31)。西洋の合理性は、人間の労働 を用具に肩代 り
させ、人間を楽にさせ る態度が合理的であった。個人が自分の利益を追求 して行動 し、 しかも手に入
る情報を利用 しながら自分の意見を修正 し、あるいは固めて行 くの も合理的行動である32)。
2)農 業生産 の場 と生活 の場 の認識 と貨幣 価値計 算
中世の教会が堕落 したとき修道院運動が起こり、修道院は、禁欲、服従、清貧、貞潔を理想 とした。
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Kroeschll/WolfgangWinklerLanddwirtschaftesErbrechtinderBRD1984)
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しかし、カル ヴァン(Calvin)は「世間の中にいて」働 くことで職業 とい うものを神聖視する。彼の
職業倫理、合理精神は市民階級 に歓迎 され近代資本主義へとっながってくる。聖書にみる 「すべての
虚 しい言葉」とい うのは、無駄話の厳禁 をも目的達成に役立て、そ うした性格の根拠を一つには資本
主義の 「計算的精神」caluculatingspiritに求めた し、ゾンバル ト(Sombart,W)は資本主義の本質
的な要因としてf計 算癖lRechenhaftigkeitを経済のための一つの手段か ら全生活態度の原理にまで
変化させたきたとい う33)。厳密な計数的予測の基礎の上にすべてを合理化 し、経済的成果 を目標 とし
て計画的かつ冷徹に実行に移 して行 くことが、資本主義的私経済の特徴の一つになっている。
資本主義経済の下ではあらゆる生産物が商品にな り、農業生産にも個人主義化が促進 される。 資本
主義経済では人も物 も経済合理性の中でとらえ られ、 「人間 も物 も計算可能性の視角]か らとらえら
れ、数量化 し得ない ものは存在 しない。事物の量的あるいは数 量化的方法による自然認識の発達が、
近代化における科学の発展に貢献 し、その科学的認識は、事物 の質的な差別を量的に還元 し、これを
貨幣数値的に提示するところにある。長い間農村共同体における生産 と生活を支えてきたバランスが、
人 口増加 と貨幣経済の圧力によって徐々に 「農業生産の場 と生活の場 との区分に向かって崩れてゆ く」
のである。
資本 主義は、生産中心主義のシステムであって商業は生産体系に依存 している。ブレンターノ(L,
Brentano)は、資本主義は利潤追求是認の経済か ら最大限の利潤を獲得 しようとす る努力へ駆 り立て
る精神、む しろ貧欲、それこそが資本主義精神の本質なのだ、とい う34)。またlf・ヴェーバーによると、
資本主義の精神の担い手は資本家であ り、労働者であ り、また農民や、職人たち も入ってくる。近代
の資本主義の土台をなす産業経営と合理的組織を作 り上げたのが一つの特有なエー トスとい う。 リス
ト(F,List)は、農 ・工 ・商の調和を重視す るリス トの経済学体系は、今H、 開発途上国にとっての
政策的指針となっている35)。
生物体 としての生命は、生きている部分の総計以上のものであり、部分の関係があって組織的な相
互関係 と企体の保持があれば有機体である。個別の農業経済3三体の多種の財産構成要素 が一つの 目的
のために利用、処分 され るとい うことになって くると、 これ らの財産の全体は、有機的 に編成 された
集団をなすよ うになる。 この統…体 として財産を把握 しようとすれば、財産を統一的な価値によって
記録計算 しなければならない。そこで全財産は経済主体の元金以上の意味を持って くる。 ここに 「純
収益の把握」を 「資本価値計算によって」の道程が示唆 される。オーウイ ン(ChalesStewart{}rwin)
は、 「実際の必要か ら始められた農場の経済計算は、彼を農業における原価計算および簿記の研究へ
向かわせ」・農業経済の問題 も数値的なデーターを駆使 して解決されることを主張 した。農業の経 済
計算を重視 したのである。オーウインの特に生産費計算の努力は農業生産に従事す る者へのの諸施策
に有効 な働きを見せ36)、それがイギ リスにおける家族経営の生活向上に計 り知れない影響を与えたの
as)`tl,ウエ ー バ ー 墓 前f島書297P
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である。家政学 としてのエコー ノミー が本来の意味 を喪失 し、現在の ような 「経済活動」を意味する
ようになり、 「家」の変容が開始 されたのであった。家の自律性の喪失、生産 と消費の場としての家
か ら消費の場 としての家庭への変容こそ、19世紀に全般的に出現 した現象であった。
5,農家経済の消費経済体と生産経済体
1)f生 計維 持 」の家 計 と 「生産経済 」 の経 営 計算 、
家族が住む家の概念 が、最も早く具体化 されたのは、居住者金員が 自発的に協力し合って、家父の
指導の下で生活 し、働 く農業経済においてであった37)。だが、家族が持っていた諸機能 は経済的にも、
宗教的 にも分化 し、独 立した専門職 となり、有機的に機能するように社会的に仕組まれてきている。
家それ 自体が、客観的な存在として独 自の意味を持 ち、糧を作 り出す農家経済は物化 された経営体 と
して認識 され、その構成員は経営体を責任 もって運営す る責務 を持ち、農家の継承性を維持するため
の最適な管理方式を持つように思考するのである。
家計は経済理論上の主体概念であり、相互扶助の機能を持ち家族構成員の生計維持のために欲望が
充実され、そのために財貨が消費され ると理解 されている。生計を維持する収支計算 と合理的貨幣計
算 との原理的対立において、家の 「経済」は、 「経営」によって区分 され、そ こには消費機能のみ を
留める家計が残 り、労働共同体の性格 を払拭 した共同体が家族 として登場 してくる。19世紀において
分離工程が急速に開始 し、人口増加、機械技術の発展、近代交通手段の改良、農民解放および営業の
自由などの経済生活の法的基礎の変化な どが、この重要な原動力と認 められる。テニエンス(T6nnies,
F)は、この事情をして人間の結合的なものの在 り方を二分 してゲマインシャフ トとゲゼルシャフ ト
とした。そ して家はゲマインシャフ トの代表であり、ゲゼルシャフ トでは会社が代表的なものである。
ゲマインシャフ トは人間の自然的な感情の流露によって結び付いた一体性をもち、ゲゼルシャフ トは
利 己心 ・打算 ・比較考 量に基づ き契約 ・協約 ・定款によって結合 している③。
営利企業が所有者か ら独立 して行 く過程で決定的意義 をもった事情は、第…に、資本調達の必要か
ら非家族的構成員を加 えた共同体が構成 され、それ によって計算の上で 「営業上の計算」と 「家計の
計算]の 会計帳簿上の分離が必然化 し、家族共同体内の連帯強化はな く経営財産への分離、そ して人
的構成か ら物的構成に転化する39)。
i872年は ドイツ農業簿記誕生の年といわれ る40)。これ以降の ドイツ農業の発展において、とりわけ、
個別農業経営の農業生産技術 と経営管理方法において、指導的な役割を果たしてきたのが、通称fD
LG」と呼ばれる ドイツ農業協会(DeutscheLandwirtschaftsgesellschaft,DLG)である。 この団
体の活動は営業経営に肥料 ・飼料の研究、種子の検定、農機具の試験 と検定などを通 じて農民に生産
(C.S.ORWIN:AMISTORYOFENCLISIIFARMINGl949)
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技術 につ いて新 知 識 と技術指導 を行 な ってきたが 、農 家経営 の消費経済(Aufwandswirtschaft)と営
利 経済(Erwerbswirtschaft)の明確な観念的分離 を前提 に、農業経営 の簿記 の記 帳指導 に よって財ffE
構成 要素の その有機的 関連か ら純 収益計 算、財産 計算、生産費 計算な どを各 自で算 出で きるよ うに指
導 して、 「農 業者 も企業 家であ る」 と し、 ドイ ツ農 業にお ける個別経 済体の発展 に計 り知れ ない活 力
を与 える もの とな った4D。DLGの 積 極的 な活 動 の背 景 とな る もの に、 イ ギ リス に遅れ てIS70年頃 に
始 ま る ドイ ツ農 業の資木 主義化 が進み、 比較 的大 規模な農業経 営には大 い に役 立っ た業 績 を残 した も
ので あった。 ヨー ロ ッパにお ける所有 とい うこ とを考え る場合 、私有財 産 とい われてい るのは 個人 の
財産 では な く、 家父 長制 家族の財産 であ る。 だか らこそ 相続 に よる蓄積 が 可能 で継 承性 が ある とい え
る。
2)一 戸一法人 、一 人会社 、藁人形 な どの制 度的論争
生産 と消費の分離、経営と家計の分離こそ、資本主義の起点であ り、家計が消費経済=と切 り放 され





の出資者'一人…人とは独 立した権利義務の主体性を認める法律制度が導入 されるようになる鋤。 日本
では歴史的に儒教圏 にあ り、家族、宗族の中で個人が位置づけられてお り、また家はtfrt縁を中心 とし
た家族の生活共同体であり、消費の単位であると同時に協同体であり、家計 と経営の協同体であった。
ヨー ロッパでは農業労働が合理的な考 え方 として 「計算可能な量的な思考」であ り、 「家計の原理」
は、能力に応 じて貢献 し必要に応 じて取るのであ り、 「経営」の原理は人的物的手段を特定 目的のた
めに 「会計的帳簿的」かつ 「法律的」に家計か ら切 り放 して持続的に運用 し得るのである鋤。
資本主義は個人の責任を問い、危険 も成功 もすべて自己白身の もの とする。個人の努力で、成功す
るも し、経済的に独立することも可能になり、稼得の財産が家柄や階級よりも強力なものとなった。









lli山桝 忠 恕 著 『ア メ リ カ 財 務 会 計 』 中 央 経 済 者1955
、186p
43'岩井 克 人 著 「ヒ ト
、 モ ノ 、 法 人 」76～8P
『現{t思 想 』 青Lゴニト上1990年vol,18,9号
141若尾 裕 司 著 『ドイ ツ 奉 公 人 の 社 会 史 一 近 代 家 族 の 成 立 一 』 ミネ ル ヴ ァ 書 房pl7
一196一
明治大学社会科学研究所紀要
理的生活態度は 「プロテスタンテ ィズムの倫理」は しだいに宗教的な価値 を失い 「資本主義の精神j
となる、とい うのである。そこでわれわれはその論理的展開の上で、一戸一法人を考え、 ドイツの 「一
人会社」 「藁人形SしrohmanngrifdungS、そ して'「アメ リカの発起人一名のみで会社」を認める単独の
計算をも考えられ、国民経済的に害のない形成物として積極的受容 も考慮 されてきたのである45)。
19世紀における科学技術のめざま しい発達は、人々のFlを現実の物質的 世界に向けさせ、1859年に
発表 されたダーウィンの 『種の起源』は、唯物主義的傾向を更に強化 した。また リス トの生産力 とは、
農 ・工 ・商業の継続的な調和的 ・均衡的発達が 目標 として掲げ られ もした。それは分業論に強い質的
要素を導入 させなければならない46)。家族の機能は、その形態同様、時代や文化に よって さまざまで
ある。 ある時には家族は経済的生産単位であ り、 ドイツでい う 「心なごむ」いわゆるゲ ミュー トリッ
ヒ(gemOtlich)の場である。 しか し、現代では多 くの機能集団が取って代わってきている。プロテス
タン トでも資本主義でも、集団 よりも個人が主要な単位 とな り、純粋な信仰の代わ りに個人的な利潤
が活動の原動力 となった。宗教 と経済の領域において、慣習や伝統の衰退が起 こり、共同体との連関
から開放 された個人的な 目標が人々の意識を支配するも、なお基盤 としての農家経営は存在するので
ある。
6.お わ りに
会計は文明の進歩 と手を携えてきた。人の財産 は、その所有家畜の頭数を数えることではか られた時
代で、その起源 はエジプ ト、バ ビnニ アの会計に遡 りうる4i}。中世では帳簿の随所にみ られ る 「神 と利 益
の御名にて」の表現は、徹底的な利潤追求を意味す るのではなく、教会教義の許容す る範囲での利益を
認めるものである。教会法によると、商業は貧欲 、詐欺、高利の誘惑に満ちていて、罪悪視されてきた
が、やがて緩和 され、家計を助 け、貧民を助け、国外か ら国内需要品を もた らす ものであれば適度の利
益は正当化 されたのである鋤。ドイツで 目的の不明確な多義的な家計か ら一・定額の財産が分離されて、明
確な営利 属的のための元木(Stammkapital)とされ る、とい うことによって農業経営において価値計算
がな しとげられるのは19世紀に入ってか らである49)。
営利企業が所有者 ・構成員か ら独立 していく過程は、資本調達の必要か ら、また宗教的個人主義意識
の援用 もあって、非家族的構成員を加えた共同経営の中で、 「経営の領域」 と 「家計維持の領域」の会
計帳簿上の分離が必然的取引に当たっての信川力の創 出の必要であ り、従来の家族共同体内での連帯強
化ではなく、物的会社に転化 して理論的に構築化されてきたのである。
家族経営を基盤 とする農業経営は貨幣数値的に掌握す ることで銘記されるべきことは、経済取引か ら
個別経営の保有す る財産に増減変化 を生起 させた会計事実はそのすべてが記帳対象になれるものではな
↓…)江頭 憲 二郎 菩 前 掲 書
、52～3P
il)F
、リス ト著 小 林 昇 訳 前 掲 書71～3p
47'A・H、 ウル フ著 片 岡 義 雄 訳 『ウ ル フ 古代 会 計 史 』 中 央経 済 社1～5p1951年(ArthurHwoolf;AShortHistoryorAecovntants
andAccountancy1912,London)
4Sl佐藤 彰 一 著 『修 道 院 と農 民 一会 計 文書 か ら見 た 中 世 形成 期 一』tg97年 名 古屋 大 学 出 版645～53参照




lterBetrieb)の多い農家経営では生産 と消費の厳密な区分の壁を知るのである50}。それで も今Hで は経




に資本主ない し経営主の人格から観念的に独立 した経営体の成立を意味す るものである。 しか し、家計
と経営の分離、その意味での経営体の成立、ない しせいぜい、資本体の成立を意味するにすぎず、所有
者個人の私有財産か らの解放を意味するものであっても 「会計主体の確立」の性質であるように思える。
家族経営を基盤 として個別経営体を核 として据えるに して も、資本は職能概念であり、事物概念ではな
い。帳簿上の区分 とは概念上の区分である、このことは農業法人化促進に際 して銘記 されねばならない。
(あさの ゆ きお)
sコ♪E・Sch!na旦enbach:DynamisclieBi!anze
,-DasLandwirtschaftlicheRechnungswesen,-1931,48p,AufL5.
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